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（単位：百万円）

予　　　算 決　　　算
差　　　額

（決算－予算）
備　　　　　　　　　　考

収入

運営費交付金 56,843          56,843          －                

うち補正予算による追加 5                  5                  －                

施設整備費補助金 5,304            5,623            319              

補助金等収入 10,983          13,539          2,556            （注１）

国立大学財務・経営センター施設費交付金 148              148              －                

自己収入 42,947          44,637          1,690            

授業料、入学料及び検定料収入 13,124          12,656           468           

附属病院収入 29,254          30,603          1,349            

財産処分収入 －                －                －                

雑収入 569              1,378            809              （注２）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 26,476          28,425          1,949            

引当金取崩 －                127              127              （注３）

長期借入金収入 484              484              －                

前中期目標期間繰越積立金取崩 1,291            944               347           （注４）

144,476        150,770        6,294            

支出

業務費 97,474          95,881           1,593        （注５）

教育研究経費 71,827          65,549           6,278        

診療経費 25,647          30,332          4,685            

施設整備費 5,936            6,255            319              

補助金等 10,983          13,361          2,378            （注６）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 26,476          26,830          354              

長期借入金償還金 3,607            3,601             6

国立大学財務・経営センター施設費納付金 －                －                －                

144,476        145,928        1,452            

－                4,842            4,842            
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○予算と決算の差異について

 （注１）　予算段階では予定していなかった国からの補助金の獲得に努めたため、予算額に比して決算額が２，５５６百万円多額
　　 　　となっております。

 （注２）　雑収入については、主として施設使用料収入及び特許料収入、有価証券利息等により、予算額に比して決算額が８０９百
        万円多額となっております。

 （注６）  （注１）に示した理由により、予算額に比して決算額が２，３７８百万円多額となっております。

 （注５）　（注４）に示した理由や学内で戦略的に資金を確保して次年度以降に施設整備等を実施することとしたため、予算額に比し
　　　　て決算額が１，５９３百万円少額となっております。

 （注３）　引当金取崩については、賞与引当金及び退職給付引当金の取崩を行ったため、予算額に比して１２７百万円多額となって
         おります。

 （注４）　前中期目標期間繰越積立金取崩については、施設整備等の一部を翌年度に実施することとしたため、予算額に比して決
　　　　算額が３４７百万円少額となっております。




